
加
納
夏
雄
死
去

明
治
一
―
―
十
一
年
二
月
―
―
―
日
、
彫
金
科
教
授
加
納
夏
雄
が
死
去
し
た
。
七
十
一

歳
。
五
日
、
谷
中
墓
地
に
埋
葬
。
本
校
教
員
、
生
徒
も
多
数
葬
儀
に
参
列
し

こ。
キー

夏
雄
は
文
政
十
一
年
に
山
城
国
に
生
ま
れ
、
天
保
十
一
年
に
大
月
派
金
工
家

池
田
孝
寿
に
入
門
す
る
と
と
も
に
円
山

・
四
条
派
の
大
家
中
島
来
章
に
画
を
学

び
、
嘉
永
七
年
江
戸
に
出
て
彫
金
の
業
を
営
ん
だ
。
明
治
二
年
宮
内
省
御
太
刀

御
用
金
具
彫
刻
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
同
年
よ
り
造
幣
局
の
貨
幣
極
印
製
作
に

従
事
。
同
十
四
年
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
審
査
官
を
つ
と
め
、

「
鯉
魚
図

額
」
を
出
品
し
て
妙
技
一
等
賞
受
賞
。
同
二
十
三
年
の
第
三
回
博
覧
会
で
も
審

査
官
を
つ
と
め
、

「
千
羽
鶴
図
花
瓶
」
を
出
品
し
て
前
回
同
様
の
賞
を
受
け
、

同
二
十
八
年
の
第
四
回
博
覧
会
で
は
、
「
松
鶴
図
額
」
を
出
品
し
て
妙
技
二
等

賞
を
受
け
、
そ
の
間
、
弟
子
た
ち
と
と
も
に
多
数
の
小
品
を
製
作
し
た
。
円
山

•

四
条
派
の
画
法
を
甚
礎
に
し
て
鋭
意
写
生
に
つ
と
め

、

独
自
の
意
匠
を
片
切

彫
り
の
彫
金
に
用
い
て
金
工
に
一
生
面
を
切
り
開
き
、
名
声
高
く
、
明
治
二
十

三
年
、
本
校
に
起
用
さ
れ
た
年
に
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
本
校
で

は
彫
金
の
参
考
標
本
（
手
板
）
を
数
多
く
作
り
、
清
水
南
山
の
回
想
記

(m頁
参

照
）
が
示
す
よ
う
に
生
徒
を
懇
切
に
指
導
し
た
。
後
任
に
は
高
弟
香
川
勝
広
が

起
用
さ
れ
た
。

な
お
、
夏
雄
歿
後
間
も
な
く
『
読
売
新
聞
』
（
明
治
一
二
十
一
年
二
月
七
日
＼
同
月

十
一
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
彫
刻
家
故
加
納
夏
雄
氏
逸
話
」
の
左
記
の
一
節
に

よ
れ
ば
、
夏
雄
は
明
治
三
十
一
年
当
時
反
岡
倉
派
な
い
し
本
校
改
革
派
が
主
張

し
て
い
た
美
術

・
工
芸
分
離
論
に
強
く
反
対
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
。

② 

校
長
明
治
三
十
一
年
三
月
十
六
日

ヘ

◎
死
に
臨
て
海
野
勝
眠
氏
を
勘
む

海
野
勝
瑕
氏
ハ
夏
雄
が
晩
年
の
門
下
生
な
り
、
手
腕
卓
越
大
に
将
来
の
彫
刻

〔ひ
そ
か
〕

界
に
望
あ
り
、
夏
雄
死
に
臨
て
私
に
勝
瑕
を
呼
び
慨
然
語
て
日
く
「
彫
刻
ハ

本
朝
の
美
術
な
り
、
而
し
て
美
術
と
エ
藝
と
の
匿
域
ハ
素
よ
り
エ
人
の
手
腕

に
よ
る
、
近
時
西
洋
に
熱
す
る
の
説
起
り
て
往
々
斯
道
を
傷
け
延
ひ
て
後
進

子
弟
を
誤
ら
ん
と
す
、
吾
今
瞑
せ
バ
足
下
に
非
ず
し
て
誰
か
又
此
邪
説
を
破

る
者
あ
ら
ん
や
、
足
下
請
ふ
奮
動
せ
よ
」
と
勝
瑕
梯
泣
し
て
師
が
最
後
の
教

を
罷
＜

③

依
嘱
製
作
に
関
す
る
嘆
願
書
草
稿

岡
倉
校
長
辞
職
直
前
に
作
成
さ
れ
た
文
書
の
草
稿
。
教
官
個
人
の
依
嘱
製
作

も
で
き
る
だ
け
教
室
内
で
行
わ
せ
、
生
徒
に
見
学
の
便
を
与
え
た
い
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
制
約
の
多
い
学
校
教
育
制
度
の
も
と
で
美
術
の
教
育
の
特
殊
性
を

損
う
こ
と
な
く
教
育
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
原
文
は

東
京
美
術
学
校
名
入
罫
紙
に
毛
筆
で
記
さ
れ
て
お
り
、
所

々
に
訂
正
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
）
は
削
除
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

庶
務
掛

教
場
掛

會
計
掛

本
校
生
徒
質
地
製
作
二
就
テ
ハ
従
来
種
々
計
聾
致
居
候
得
ト
モ
紐
費
ノ
不
足

教
室
ノ
狭
溢
等
ニ
テ
未
夕
完
全
ノ
設
備
至
ラ
ス
漸
ク
依
嘱
製
作
二
由
リ
其
端
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緒
ヲ
開
キ
現
在
稗
益
少
ナ
カ
ラ
ス
候
処
右
等
事
業
ノ
儀
ハ
概
ネ
時
好
卜
依
嘱

者
ノ
希
望
二
依
リ
教
員
ノ
意
見
ハ
勿
論
参
酌
候
ヘ
ト
モ
（
斯
ノ
如
キ
ハ
宜
地

製
作
二
適
セ
サ
ル
モ
ノ
間
々
有
之
且
ッ
成
工
期
限
ノ
短
日
）
同
種
類
ノ
モ
ノ

某
科
ニ
ノ
ミ
傾
偏
ス
ル
等
各
科
全
体
ノ
上
ョ
リ
（
往
々
）
遺
憾
（
有
之
）
少

ナ
カ
ラ
ス
候
然
ル
ニ
内
外
ノ
博
覧
會
共
進
會
等
へ
出
品
ノ
為
メ
宮
内
省
農
商

務
省
其
他
ョ
リ
本
校
教
員
へ
直
接
依
嘱
セ
ラ
ル
、
製
作
物
ハ
専
ラ
技
術
家
自

身
ノ
所
長
ヲ
顕
ハ
ス
ヘ
キ
特
殊
ノ
製
作
ニ
シ
テ
奨
勘
的
ノ
モ
ノ
ニ
有
之
殊
ニ

本
校
教
員
（
ノ
如
キ
）
ハ
嘗
代
屈
指
ノ
名
家
ニ
シ
テ
之
レ
カ
製
作
物
ハ
直
チ

ニ
本
邦
美
術
ノ
代
表
者
タ
ル
ヲ
以
テ
容
易
ノ
業
二
無
之
刻
苦
鰹
螢
（
セ
サ
ル

ヘ
カ
ラ
サ
）
シ
以
テ
優
秀
卓
越
ヲ
希
望
ス
ル
（
ヲ
以
テ
）
ヵ
故
二
到
底
依
嘱

製
作
ノ
比
二
（
無
之
）
ア
ラ
ス
然
ル
ニ
之
等
ノ
製
作
ハ
渾
テ
本
校
授
業
時
間

以
外
自
宅
二
於
テ
夜
間
若
ク
ハ
休
日
ノ
業
ト
シ
生
徒
ノ
如
キ
ハ
僅
々
一
回
若

ク
ハ
ニ
回
教
員
ノ
自
宅
二
就
テ
（
見
ル
）
殿
観
ス
ル
ニ
止
マ
リ
其
意
匠
圏
按

材
料
ノ
如
何
製
作
法
等
最
モ
必
要
ナ
ル
点
ハ
（
見
）
得
ル
ニ
因
ナ
ク
員
二
遺

憾
ノ
骰
二
有
之
候
故
二
之
等
製
作
物
ハ
本
校
教
室
及
ヒ
授
業
二
差
支
無
之
限

〔
一
字
不
明
〕

リ
材
料
及
ヒ
用
具
ノ
謳
別
ヲ
明
カ
ニ
シ
（
口
）
決
シ
テ
學
校
品
卜
混
交
セ
サ

ル
様
致
シ
生
徒
宜
地
製
作
二
有
益
卜
認
メ
ル
モ
ノ
ハ
本
校
教
室
内
二
於
テ
製

作
セ
シ
ム
ル
様
致
度
既
二
佛
國
（
博
）
博
覧
會
へ
出
品
ノ
製
作
品
ニ
モ
時
期

接
迫
ノ
折
柄
二
付
至
急
御
許
可
相
成
候
様
致
度
此
段
仰
裁
可
候
也

年

④

美
術
学
校
騒
動

日
岡
倉
校
長
辞
職

明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
、
岡
倉
覚
三
は
帝
国
博
物
館
理
事
兼
美
術
部

月

日

一
八
九
六
年
、
こ
の
学
校
に
西
洋
画
と
西
洋
彫
刻
の
課
程
を
加
え
る
こ
と

を
命
じ
た
。
こ
の
時
以
後
、
学
校
の
運
営
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
西
洋
式
方

法
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
ど
の
程
度
ま
で
教
科
課
程
に
認
め
る
か
と
い
う
点

マ
マ

で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
食
い
違
い
が
起
こ
り
、

一
八
九
六
年
に
は
遂
に
分
裂

す
る
ま
で
に
い
た
り
、
岡
倉
、
雅
邦
、
観

山
、
大
観
、
覚
弥
、
紫
水
、
雪

声
、
広
業
、
如
雲
、
古
拙
、
千
虎
、
香
雪
、
そ
の
他
の
人
々
が
職
を
辞

し

て
、
同
じ
年
に
日
本
美
術
院
と
い
う
名
の
私
立
の
美
術
施
設
を
設
立
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

上
野
の
美
術
学
校
は
、
そ
の
時
以
後
、
西
洋
派
の
部
門
を
大
き
く
拡
大
し

て
、
も
っ
ば
ら
西
洋
派
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
下
略
）

（
岡
倉
覚
―
―
-
「
現
代
日
本
美
術
に
つ
い
て
の
覚
書
き
」

"
N
o
te
s
o
n
 C
o
n
t
e
m
,
 

p
o
ra
r
y
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
A
r
t
,
 B
y
 
Prof•K. 

O
k
a
k
u
r
a
." 
T
h
e
 S
t
u
d
i
o
.
 Vol. 

2
5
,
 
N
o
.
 10
8
,
 L
o
n
d
o
n
 
in
向
階
本
夕
爾
訳
。
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
二
巻
。
昭
和

五
十
五
年
。
乎
凡
社
）

て
い
る
。

長
の
職
を
辞
し
、
次
い
で
同
月
二
十
九
日
、
本
校
校
長
を
辞
任
し
た
。
岡
倉
が

日
本
美
術
の
創
造
的
復
興
を
目
標
に
掲
げ
て
本
校
を
設
立
し
、
献
身
的
に
運
営

に
あ
た
っ
た
こ
と
は
す
で
に
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
努
力
に
よ
っ

て
本
校
の
基
礎
が
で
き
、
新
た
に
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
突
如
辞
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
辞
任
演
説
の
中
の
「
予
ハ
好
ん
で
自
ら
去

る
を
屑
よ
し
と
す
る
者
に
非
る
な
り
」

(382
頁
参
照
）
と
い
う
発
言
に
は
業
半
ば

に
し
て
官
途
を
去
る
無
念
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
辞
職
の
原
因
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
の
見
方
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
岡
倉
自
身
は
次
の
よ
う
に
述
べ
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